
ヤ
マ

八
七

ヤ
マ
シ
虫
ジ
ン
ジ
ヤ
山
下
神
社

江
沼
郡
大
禦

寺
な
る
山
，
下
に
銀
座
す
ろ
。
天
間
山
大
榊
hT-
記
旬
、
も

と
耐
明
宮
と
い
う
た
。
阿
国
長
波
年
前
間
利
長
が
大
嬰

寺
城
脅
用
っ
た
時
、
提
言
宗一
惑
光
院
の
抗
慣
m
H
m
hy-

制
則
宮
の
別
お
た
ら
し
め
た
。

ヤ

7
y
h
M
ナ
ホ
ト
モ
山
下
向
車
一

週
稽
小
脳
・所

太
夫
。
賀
川
間
三
時
謎
父
宮
同
左
術
門
の
也
知
百
五
十
石

を
剛
容
君
、
平
保
十
五
年
乱
心
し
て
知
行
を
召
上
げ
ら

れ
、
僚
十
人
扶
持
を
受
け
一
門
御
預
と
な
り
、
明
和

元
年
現
し
て
断
制
し
た。

ヤ
?
y
hF
マ
チ

山
下
町

金
滞
の
川
名
。
文
政

四
年
ご
用
部
地
の
一
部
を
削
務
行
の
誠
司
に
回
せ
し

め
た
崎
、
卯
辰
村
簡
に
山
下
町
の
町
名
中
一
起
し
た
。

山
，
上
町
に
封
す
る
各
都
で
あ
る
。

門
。
務
士
大
脅
氏
の
臣
。
初
め
問
中
綿
之
の
門
に
型

ん
で
、
紙円引
の
志
厚
〈
、
蹴
を
白
川
附
と
い
う
た
。
一

時
失
鈴
の
事
が
あ
っ
て
、
金
制
仰
が
ら
脱
走
し
、
名
を

政
め
て
方
介
と
い
ひ
、
京
都
に
出
て
大
凶
脆
正
の
門

に
入
。
、
次
い
で
近
江
の
入
腕
に
佐
し
、
安
政
二
年

十
月
十
入
日
同
地
に
援
し
た
。

ヤ

7
y
a
ゴ
ウ
山
下
郷
能
安
部
の
古
郷
名
で
、

和
名
抄
に
『
山
下
、
也
市
尚
之
多
』
と
あ
る
o
白
山

宮
抗
政
緋
中
沼
録
に
、
『
恕
長
六
年
用

-R
信
凶
司
沼

成
、
依
入
仰
郷
庄
脱
政
山
下
郷
，
地
一
服
時
光
利
削
開
山
之

沙
汰
、
白
山
御
利
刷
(正
月
八
日
御
出
門
云
セ
ν
』
と
あ

る
。
加
制
H
芯
微
に
浅
野
茂
幹
の
設
と
し
て
い

ふ。

山

下
郷
は
今
の
石
川
部
山
鳥
郷
の
一
郎
で
あ
ら
う
。
山

下
は
山
上
に
封
す
る
か
円
で
あ
る
か
ら
、
和
名
抄
に
也

市
山
之
多
と
し
た
の
は
誌
で
、
也
市
町
之
毛
を
正
し
と
す

べ
く
、
そ
の
也
泌
之
毛
を
限
っ
て
山
内
国
に
な
っ
た
と

見
え
る
。
も
と
能
祭
秘
の
管
郷
で
あ
る
が
、
比
繁
河

の
制
川
床
を
鎚
じ
た
後
に
石
川
淵酬
に
な
っ
た
の
で
あ
ら

・ヲ・
じ。

ヤ
マ
シ
hFdp
ン
デ
ン
山
下
克
国

三
宮
古
記
正

一
昔
早
世
し
て
家
系
断
絶
し
た。

ヤ
マ
シ
ナ
リ
ヨ
ウ
ア
ン
山
科

T
安

在
京
の
御

和
元
年
又
は
阪
胞
二
年
に
山
下
犯
聞
の
名
が
見
え

一

ヤ
マ
シ
ナ
サ
ン
ノ
ウ
ジ
ン
シ
ヤ
山
科
山
王
紳
社

一
殴
附
で
六
百
伎
を
受
け
、
夜
位
五
年
間
目
。
子
術
安
を

る
。

山
下
は
、
能
安
部
山
下
郷
印
ち
後
の
石
川
郡
山

一
石
川
郡
山
科
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
部
批
記
に
、『
山

一
経
て
、
三
代
政
次
郎
の
時
早
世
断
絶
し
た
。

臥
同
郷
な
る
べ
く
、
宮
丸
の
都
内
に
犯
聞
と
い
ふ
の
が

一
科
山
王
制
枇
o
U
幣
郷
山
科
村
銀
座
。
今
抑
制
a
山
王
刊一

ヤ
マ
ジ
マ
ゴ
ウ
山
島

郷

石

川
仰
の
郷
で
、
滞

あ
る
か
ら
そ
れ
を
指
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

一
也
枇
也。
』
と
あ
る
。
明
治
以
後
八
坂
枇
と
い
ひ
、
同

一
政
時
代
で
は
相
川

相
川
新
・
竹
松
・
上
安
田
・北
京

ヤ
マ
シ
主
モ
エ
モ
ン
山
下
茂
右
衛
門

初
名
大

一
四
十
年
山
科
副
枇
に
改
め
た
。

一
回
・平
木
・成
・村
井
・村
井
新
・宮
丸
・徳
光
・米
永
・小

泉
o
父
勘
兵
衛
の
長
子
で
、
四
一白
石
を
分
か
ち
領
L
一

・7
7
シ
ナ
サ
ン
ノ
ウ
パ
ヤ
シ
山
科
山
王
林

官

一
上
・上
納
野
・
下
柏
野
・荒
屋
柏
野
長
島
・嗣
留
・四
ヲ

た
。
寛
永
八
年
御
小
将
組
に
斑
L
、
十
年
前
閃
光
高

一
地
論
に、

長
U
T
二
年
山
本
悶
正
人
道
が
山
科
山
王
林

一
犀
・
五
影
堂
・
内
方
新
保
・
安
官
・一瞬
永
・
上
島
田
・容

に
附
随
し
た
が
、
二
十
年
磁
見
学
布
衛
門
の
お
に
、
一
に
陣
取
っ
た
と
あ
る
。
山
正
林
は
、
今
の
石
川
制
山

一

m・水
品
・
源
兵
衛
お
・
向
ぬ
・
谷
新
保
・
矢
頃
島
・大

切
支
丹
な
る
こ
と
を
告
渡
せ
ら
れ
、
吟
味
守
山
受
け
た

一
科
村
の
批
地
で
あ
ら
う
。
こ
の
枇
同
級
悦
山
科
山
王

一
竹
・吉
郎
漆
島
・
森
島

J
d
上
向
・
訟
任
(
川
〉

の
三
十

け
れ
ど
も
そ
の
れ
が
な
か
っ
た
。
後
大

m名
柁
茂
右

一一刷
枇
と
抑
制
し
て
日
た
。

一
四
今
村
一
町
が
含
ま
れ
て
時
た
。

山
ぬ
郷
の

一
都
分

衛
門
に
、
制
宗
を
法
部
宗
に
改
め
た
が
、
改
宗
そ
不

一

ヤ
マ
シ
ナ
チ
ョ
ウ
ア
ン
山
科
長
安

御
抽
出
附
で
、
一
は
古
郷
の
能
業
郡
山
下
郷
で
あ
っ
た
の
で
ゐ
ら
う
。

都
合
と
秘
め
ら
れ
て
般
を
波
牧
せ
ら
れ
、
次
い
で
扶

一
延
氏
九
年
加
担
滞
に
仕
へ

、
融
六
百
依
そ
受
け
、
元

一
』
ヤ
マ
ジ
タ
ゴ
ウ
山
下
郷。

持
方
五
十
石
そ
賜
は
っ
た
。

一
政
元
年
閉
山
し
た
。
長
安
は
求
仁
務
と
川
町
L
、
見
文
入

一

ャ

?γ
ヨ
ウ
ナ
ホ
ア
キ
山
荘
直
秋

活
様
醗
兵

ヤ
マ
シ
ナ
山
科

石
川
郡
白抽問
。圧
に
町
田
す
る
部

一
年
日
本
古
今
人
物
芯
序
中
心
作
っ
て
ゐ
る
。

一
街
。
描
弁
的
中
且以
降
に
仕
へ
た
。

前
。
刷
出
村
名
滋
抄
に
、
佐
古
は
伏
見
村
と
い
う
た
と

一

ャ
?
y
ナ
ト
キ
ツ
グ
山
科
言

繕

山

科
言
織
は

一

ヤ

7
Yロ
山

代

江
泊
郡
山
中
谷
に
邸
す
る
郎

あ
る
が
、
官
地
論
長
。
苧
二
年
同
尼
城
攻
の
艇
に
、『
伏

一
朝
国
で
、
大
永
か
ら
天
ー
ズ
に
か
け
て
、
白
山
七
祉
の
一

端。

見
・山
科
・浅
野
・大
栄
闘
に
仰
や
-取
る
。
』
と
い
ひ
、
一
惣
長
官
減
反
と
斜
密
で
あ
っ
た
。
是
を
以
て
天
文
十

一

ヤ
マ
シ
ロ
イ
モ
ジ
山
代
器
物
師
』
イ
モ
戸
ず
¥

天
正
十
一
年
入
用
前

m利
家
の
印
刷U
に
は
、『
二
十
入

一
凶
年
続
民
が
地
添
村
民
中
-
助
け
て
白
山
悩
上
諸
説
謹

一
鉛
物
師
。

¥
¥

間
王
段
虫
干
二
十
五
歩
山
科
村
・伏
見
村
』
と
あ
る
。
然

一
容
を
秘
め
る
給
回
目
を
得
ん
と
す
る
や
、
言
績
は
大
に

一

ヤ

7
Yロ
オ
ホ
ヰ
ジ
ン
ジ
ヤ
山
代
大
経
紳
社

れ
ば
も
と
閉
村
で
後
に
合
併
し
た
の
で
あ
る
ま
い

一
之
が
伐
に
破
力
し
た
。
加
賀
政
地
天
耐
の
紳
士
し
等
徹
、
一
日
札
制
郡
山
代
に
鎮
座
す
る
式
外
の
的
批
で
あ
る
。
祭

か
。
今
は
伏
見
新
が
あ
っ
て
伏
見
が
な
い。

貸
氷
諒
一
祇
陀
寺
の
宗
到
由
記
の
如
き
、
天
文
中
前
一
訟
の
用
務

一
制
不
祥
。
三
代
氏
録
に
点
線
十
八
年
七
月
官
一
日
授品

に
、
山
科
村
簡
の
内
八
幡
に
芋
釧
際
部
川
叫
が
位
し
た一

そ
柿
び
て
上
治
す
る
も
の
、
住
山
科
家
脅
迫
じ
て
好

一
加
質
問
山
代
大
縦
訓
従
王
位
下
。
』
と
あ
旬
、
式
内
mv

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
俗
説
に
泊
ぎ
ぬ
。
叉
山
科
地
内

一
m
加
を
判
明
ん
と
努
め
た
の
も
、
亦
白
山
長一応
の
銀
に
倣

一
自
社
記
に
は
、『
山
代
大
縦
訓
枇
。
凶
史
認
紙
社
也
。

伏
見
川
の
下
槻
慌
を
中
心
に
、
上
前
下
流
各
首
米
に

一
う
た
も
の
で
あ
る
。
是
等
の
こ
と
は
話
綴
卿
程
に
見

一
山
代
村
地
内
山
中
川
河
端
銀
座
。
今
枇
殿
様
総
0
』
と

亙
る
聞
に
は
、
七
十
八
績
の
有
孔
虫
類
・貝
類
・得
殴
一
え
る
。

一
記
す
る
が
、
到
時
は
復
興
し
て
民
旬
、
引
に
大
根
訓

到
な
ど
の
化
石
を
含
み
て
鮮
新
統
の
代
表
的
化
石
盗
一

ヤ
マ
シ
ナ
ホ
ア
ン
山
科
縞
安

了
安
の
子
。
初

一
祉
と
癒
す
る
。

地
を
現
出
し
、

そ
の
河
床
に
ま
た
多
数
の
胤
穴
の
存

一
め
五
十
人
扶
持
荷
受
け
、
平
保
十
九
年
新
知
三
百
抗

一

ヤ
マ
シ
ロ
オ
ン
セ
ン
山
代
温
泉
江
泊
郡
山
代

在
を
見
る
。
昭
和
十
五
年
十
二
且
文
郎
省
か
ら
天
然

一
十
.
石
を
領
L
、
別
保
元
年
四
十
五
訟
を
以
て
夜
。

一
に
在
る。

山
代
治
泉
に
抽
出
精
し
た
こ
と
の
文
献
に
見

記
念
物
と
し
て
指
定
せ
ら
れ
た
。

一

ヤ
7
y
ナ
ヤ
マ
山
科
山

石
川
淵
山
料
に
在
る
。
一
え
た
の
は
、
今
枝
家
仰
に
、
軍
保
凶
年
ご
且
今
枝
一山

ヤ
マ
シ
ナ
キ
ヨ
ウ
ア
ン
山
科
教
安

長
安
の
子
。
一
三
州
名
蹴
誌
に
、
こ
の
山
に
昔
金
制
開
城
中
-
築
い
た
時
一
恒
が
江
戸
で
病
を
設
し
た
と
の
報
が
あ
っ
た
が
、
お

初
め
御
殴
附
と
し
て
五
十
人
扶
持
を
受
け
、
手
保
十

一
mm
ひ
た
白
壁
の
土
が
あ
っ
た
が
、
今
は
叫
問
え
て
な
い

一
時
利
治
は
山
代
に
在
っ
た
か
ら
、
今
枝
直
治
山町
誼
は

年
四
百
五
十
石
官
級
せ
ら
れ
た
が
、
問

年

間

日

。

子

市

山

一

と

記

す

る

。

そ

の

地

に

赴

き

、
限
を
競
う
て
東
武
に
赴
い
た
と
の


